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Ⅰ．序論

　競技スポーツにおいて，試合の前に不安に駆
られるアスリートは少なくないだろう．失敗を
恐れる気持ちは，誰しも持つ感情であるが，一
方で高いパフォーマンスを発揮するためには「で
きそうだ」という自信をもつことが重要になる．
このような自信は，セルフ・エフィカシー（自
己効力感：Self-Efficacy）と呼ばれる（Bandura，
1977）．セルフ・エフィカシーは，「ある結果を
生み出すために必要な行動をどの程度うまく行
うことができるかという個人の確信」（荒井ほ

か，2006；Bandura，1977；伊原ほか，2004）
とされ，ある課題に直面した際の自分の処理能
力における信頼感と換言することもできる（井
澤・松永，2010）．井澤・松永（2010）によると，
高いセルフ・エフィカシーを持っている人ほど，
やる気があり，高い目標に挑戦しようとすること，
不安感情が低いと報告している．そして，セル
フ・エフィカシーを高めることは，競技スポー
ツのパフォーマンスを改善したり，あるいは競
技中の心理状態である心理的パフォーマンスを
改善したりする可能性を有していると示されて
いる（荒井ほか，2006）．つまり，競技力向上
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を目指すとき，体力や技術と合わせてセルフ・
エフィカシーを高めることは，効果的な手立て
として考えられる．
　セルフ・エフィカシーは，これを改善・増
強させるための4つの情報源が規定されている

（荒井ほか，2006；Bandura，1977）．すなわち，
遂行行動の達成，代理的経験，言語的説得，情
動的喚起の4つである．これら4つの情報源をも
とにセルフ・エフィカシーを高めるための取り
組みを行うことで，競技におけるパフォーマン
スが改善される可能性がある．そして，セルフ・
エフィカシーを高める実際的な活動として，本
研究では野外活動に着目をした．野外活動がセ
ルフ・エフィカシーの向上に貢献することを実
証した研究は，数多くみられる．例えば，松田

（2005）は，冒険的要素を取り入れた長期キャ
ンプ体験が参加者（小学生）のセルフ・エフィ
カシーを向上させたことを報告している．また，
磯貝（2005）は，学生のスキー実習を対象にして，
スキーの技能習得がセルフ・エフィカシーに与
える影響を検討した．その結果，スキー実習後
のセルフ・エフィカシーは性別を問わず向上し
ていたことを報告している．このほか，様々な
発達段階の児童生徒あるいは学生に対して，野
外活動がセルフ・エフィカシーの改善に効果的
であることが示されている（伊原ほか，2004；
井澤・松永，2010；大賀ほか，2018）．
　様々な野外活動プログラムの中から，本研究
では，特にAction Socialization Experience（以
下，「ASE」と省略する）に着目をした．ASE
とは，「社会性を育成する実際体験」と呼ば
れる活動で，個人で解決できない課題に対し
て，グループのメンバー同士が協力しながら
課題を解決してくゲームのことである（山田，
2011）．ASEに関する主な研究として，中学
サッカーチームの雰囲気に関する研究（福富・
平野，2014）や大学スポーツチームにおける集
団凝集性の研究（菅野・岡田，2018；徳田ほか，
2018）などがあげられる．これらの先行研究か
らは，主に集団の雰囲気や人間関係を良好で円
滑なものにする能力に関する肯定的な変化が示
された．ASEには冒険的要素やチャレンジ要
素が含まれており，困難な課題に仲間と試行錯

誤しながら取り組まれる．その中で，参加者は
様々なコミュニケーションをとったり，順番に
課題を達成していったり，焦りや喜び，疲れや
興奮など様々な生理的・身体的変化を感じる．
すなわち，先に述べた遂行行動の達成，代理的
経験，言語的説得，情動的喚起の4つの要素が
体験しやすい活動であると言え，セルフ・エフィ
カシーの改善および向上も多いに期待される．
　しかしながら，ASEを大学スポーツチーム
のトレーニングとして取り入れた成果を検討し
た研究は，わが国でもいくつか見られる（菅
野・岡田，2018；村上ほか，2018；徳田ほか，
2018；横山ほか，2012）が，大学生アスリート
のセルフ・エフィカシーへの成果を検討した
研究は十分行われているとは言えない．さら
に，野外活動の代表的なプログラムの一つであ
るキャンプについても，大学生を対象としたプ
レポスト式の量的研究は数多く行われているが，
大学生アスリートによる記述データを質的に分
析してキャンプの成果と課題についてまとめた
報告は本研究者が調べた限りでは多くはない．
わが国の大学スポーツ界において，ASEを単
発的に取り入れている事例はあっても，宿泊を
伴ったキャンプをチーム力向上のために実践し
ている大学は少なく，その成果や課題を検討す
ることは今後の大学スポーツのあり方を検討す
る際の貴重な資料となり得るだろう．
　以上より，本研究ではASEやキャンプのよ
うな野外活動が大学生アスリート（大学女子バ
スケットボール選手）にどのような影響を及ぼ
すかを明らかにするため，次の2つの課題を設
定し，事例的に検証した．

課題 1 ．大学女子バスケットボール選手を対象
に実施されたASEがセルフ・エフィ
カシーに及ぼす効果を検証する．

課題 2 ．大学女子バスケットボール選手を対象
に実施されたキャンプにおける記述
データから，キャンプで享受できる成
果と課題について検討する．
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Ⅱ．方法

１．対象者
　本研究では，仙台大学女子バスケットボール
部に所属する学生が対象とされた．仙台大学は，
体育系の大学であり，いずれの学生も体育学部
に所属していた．研究の期間は2018年から2020
年までの3年間であった．各年における対象者
数は，2018年27名，2019年29名，2020年28名で
あり，延べ人数は84名であった（表1）．
　対象者に対し，事前に野外活動の内容や危険
が伝えられる際に，野外活動に参加をしなかっ
た場合や，アンケートに協力をしない場合でも
何ら不利益とならないことが説明された．さら
に，野外活動を通して得られたデータを基に研
究が実施され，その成果が公表されることがあ
る旨，口頭で説明された．個人情報保護のため
に質問紙は無記名で実施され，質問紙の提出を
持って参加協力の意思表示とされることも同時
に説明された．
　なお，本研究は仙台大学の研究倫理審査会の
承認を得て実施された（研究課題番号28-32）．

表 1　各年度における対象者数と学年ごとの内訳

２．野外活動の実際
　バスケットボール部に提供される野外活動の
プログラムは，その年のチーム状況と課題にあ
わせて，チームの監督と野外活動を専門とする
大学教員との合議によって決定された．監督か
ら提供された情報を元に，野外活動を専門とす
る大学教員によってプログラムの企画・策定が
行われ，その後監督との調整が行われた．活動
班の編成は，日常的にチーム状況（対象者ら）
を把握している監督およびコーチによって行わ
れた．ただし，野外活動の実施にあたっては，
監督およびコーチは全プログラムに参加したも

のの，全体の観察のみを行い，野外活動やプロ
グラムの直接指導は一切行われなかった．プロ
グラムの運営や指導は，野外活動を専門とする
大学教員と野外活動を専攻する大学生および大
学院生によって行われた．各班（6-8名程度）
に班付きスタッフが1名ずつ配置され、対象者
への指導・支援が行われた．その他に，マネジ
メントスタッフを2名から3名配置し，全体で6
名から8名のスタッフによって野外活動が実施
された．
　本研究期間中は各年，ASE（課題1）とキャ
ンプ（課題2）が行われた．ASEは，新入生が
合流し，部員が決定した時期（4月下旬）に実
施された．チームの監督と野外活動を専門とす
る大学教員との合議によって決定した本研究で
のASEの目的は，「新チームにおける交流のきっ
かけづくり，特に学年間の“縦のつながり”の
形成を促すこと」に加えて，「主体的に行動・
発信していく力を育成すること」であった．そ
のため，ASEの活動班の編成は，学年混合の
縦割り班としたことに加えて，容易にクリアで
きるアクティビティからクリアが困難なアクティ
ビティが設定され，班員同士あるいは自己の葛
藤が生起されるように準備された．
　ASEでは，アクティビティの攻略方法の形
式化や上級生の飽きを防ぐ目的で，2018年と
2020年は国立B青少年自然の家でプロジェクト
アドベンチャー公認施設である常設のロープス
コース（ローエレメント）を中心としたアクティ
ビティが実施された．2019年は国立B青少年自
然の家の付帯キャンプ場（B青少年自然の家か
らは100km以上離れている）でキャンプ場内
の立木や広場で，持ち込んだ用具を活用したア
クティビティが実施された．昼食時には，班活
動の一環として薪を用いた野外炊事を実施し，
各班で協力しながら自分たちの班の昼食を作成
し，喫食・片付けが行われた．毎年日帰りで実
施され，午前は2時間程度，午後は3時間程度の
ASEが実施された（表2）．ASEで実施された
アクティビティは，表3の通りであった．表3に
示された内容から，班付きのスタッフが，1・
難易度が低いものから選び，徐々に難しくして
いく．2・連続で同じようなアクティビティを
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選択しない．3・他のグループが取り組んでい
ないアクティビティを選択する．といった基準
でアクティビティを選択し，各班で実施された．
　なお，アクティビティの難易度は，野外活動
を専門とする大学教員および背景の異なる複数
名の研究者らで，トライアンギュレーションを

実施し，設定された．難易度は「★」で表し，
星の数が多いほど難易度・危険度が高くなるこ
とを表した．1つのアクティビティが終わるご
と各班付きのスタッフ主導で，活動のふりかえ
りが行なわれた．

表 2　実施された野外活動（ASE およびキャンプ）における 1 日のスケジュール

表 3　ASE で提供された活動の名称とその内容

　キャンプは，大学の夏季休業を利用して，8
月に国立B青少年自然の家に付帯するキャンプ

場を中心に実施された．内容は，キャンプ場を
起点とした遠征登山であり，準備→登山→ふり
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かえりの流れで実施された．遠征登山は，シェ
ルターやシュラフ，食材や調理器具を全て背
負って歩く，バックパッキングであった．毎年，
チームの監督と野外活動を専門とする大学教員
と合議によって決定したキャンプのねらいを対
象者と共有するため，キャンプのテーマを設定
し，キャンプの開講式でスタッフから対象者に
説明が行われた．
　2018年は，同学年のコミュニケーション不足
の改善が課題であったため「学年内でのコミュ
ニケーション活性化」がテーマに設定された．
活動では，班編成を同学年でまとめるととも
に，長時間同じ空間で過ごすことを目指して2
泊3日の縦走登山を行い，2泊とも山中でのテン
ト泊が行われた．活動班は，学年ごと構成した
6班編成であった．登山ルートは，沢登りを含
むコース，岩が多いコース，急斜面があるコー
スなど，5つの登山ルートから，各班が希望コー
スを選択した．初日の登山開始以降最終日まで
他の班と山中で会うことはほぼなく，班員と班
付きのスタッフのみで2泊3日の縦走登山が行わ
れた．食料は，初日に各班に3日分が分配され，
班ごと，どこでどのような食事をするかを考え
る時間が設けられた．最終日，キャンプ場に到
着後，各班付きのスタッフ主導で活動のふりか
えりが行われた．閉講式では，各班の代表者1
名が，班で出たふりかえりの内容を発表し，各
班の活動について全体に共有された．活動スケ
ジュールは，表2に示した通りであった．
　2019年は，普段，チーム内の個人の役割を人
任せにしている様子がみられため，「責任感を
持った行動をすること」がテーマに設定された．
学年混合の縦割り班の6班編成で，初日は各班
のメンバーがそれぞれ，火起こしの方法，地図
の見方とコンパスの使い方，タープの作り方

（ロープの結び方），登山時のパッキングの方法
といった，登山に必要なスキルをスタッフから
学び，それを班のメンバーに伝達する形で，ス
キルトレーニングが行われた．その後，登山に
必要なスキルを補う，マッチ棒，大きなブルー
シート，ミニテント，調理しなくても食べられ
る食品などを並べ，「アイテム争奪戦」が行わ
れた．「アイテム争奪戦」は，班ごと各スキル

担当者の情報を元に，必要なアイテムを競り落
としていく方式で行われた．各班持ち点は10点
であった．登山コースは，2つの沢登りを含む
コースから各班が選択した．初日は，キャンプ
場内の常設テントに宿泊し，夕食後などの時間
を使い各班でスキルの共有と登山コースの確認
を行い，翌日から1泊2日の登山が行われた．1
泊2日の登山終了後，各班付きのスタッフ主導
で活動のふりかえりが行われた．閉講式では，
各班の代表者1名が，班で出たふりかえりの内
容を発表し，各班の活動について全体に共有さ
れた．活動スケジュールは，表2に示した通り
であった．
　2020年は，新型コロナウィルス感染拡大に伴
い大会の中止が相次ぎ，チームで何かをやり遂
げることが困難であった．そのため「達成感を
味わおう」がテーマに設定され，山頂から日の
出を見ることを目標に登山が行われた．新型
コロナウィルス感染防止のため宿泊は行われ
なかったが，学年混合の縦割り班の6班編成で，
班ごとに夜間登山が実施された．初日の夜間に
大学に集合し，趣旨の説明と登山ルートの確認
が行われた．この年は，班にスタッフは付け
ず，登山ルート中の間違いそうな分岐点などに
チェックポイントを作り，そこにスタッフが配
置された．6班を3班ごと一団，二団に分け，先
に一団が大学から夜間登山のスタート地点まで
車で移動し1班から登山が開始された．登山ルー
トは１つのため，前の班が出発してから15分後
に次の班が出発した．その後，二団も一団同様
に大学からスタート地点まで車で移動し，登山
が開始された．日の出のタイミングと山頂到着
時間を合わせて全班が山頂から日の出を見られ
るように実施された．ゴール地点に到着した班
からふりかえりを行い，解散式で各班の代表
者1名が，班で出たふりかえりの内容を発表し，
各班の活動について全体に共有された．活動ス
ケジュールは，表2に示した通りであった．

３．検証方法
課題 1 ．ASEがセルフ・エフィカシーに及ぼ

す効果
　ASEが大学女子バスケットボール部員のセ
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ルフ・エフィカシーに及ぼす効果を検証するた
めに，荒井ほか（2006）が開発した「心理的パ
フォーマンスSE尺度」が採用された．これは，
競技中の心理的パフォーマンスに対するセル
フ・エフィカシーを測定する尺度で，①忍耐力
SE，②闘争心SE，③自己実現意欲SE，④勝利
意欲SE，⑤自己コントロールSE，⑥リラック
スSE，⑦集中力SE，⑧自身SE，⑨作戦能力
SE，⑩協調性SEの10項目から構成される．回
答においては，先行研究に倣い，0から100まで
の数字を11段階で選択させる形式を採用し，回
答欄には「完全にできないと思う：0」から「完
全にできると思う：100」と表記された．なお，

当該尺度の信頼性・妥当性については，先行研
究（荒井ほか，2006）において検証されている．
　心理的パフォーマンスSE尺度は，ASEの前
後で対象者らに回答させた．各年の調査実施
日程は，表4に示す通りであった．なお，スケ
ジュールの都合上，課題1では対象者らの質的
データを回収することができず，心理的パフォー
マンスSE尺度を用いた評価のみが実施された．
　各年の ASE 前後の「心理的パフォーマン
スSE尺度」得点に対して，対応のあるt検定
を 行 っ た． 統 計 分 析 に は，Microsoft Office 
Excelのアドオンソフトである「エクセル統計

（BellCurve社製）」が用いられた．

表 4　野外活動の実施年月日と調査日程

キャンプ

月 日 月 日～ 日 月 日 月 日 月 日

月 日 月 日～ 日 月 日 月 日 月 日

月 日 月 日～ 日 月 日 月 日 月 日

心理的パフォーマンス 尺度
感想実施年

野外活動

課題 2 ．テキストマイニングによるキャンプの
成果と課題の質的分析

　本研究では，キャンプを通して享受できる成
果と課題についてテキストマイニングを用いて
検討した．対象者に，「キャンプの感想」を書
くように求め，キャンプ終了から約2日後に提
出を求めた．この感想は，キャンプ全体を通し
て感じたことや考えたことを記すよう指示し，
手書きの自由記述にて回答を求めた．各年の調
査実施日程は表4に示す通りであった．
　テキストマイニングには，「KH coder Ver.3」
が用いられた．「KH coder Ver.3」は，2001年
に公開された計量テキスト分析用ソフトウェア
で，2014年までに1,500件以上の研究で活用さ
れている（樋口，2014）．体育・スポーツ分野
でも多くの活用実績（小林ほか，2016；永野ほ
か，2017；四方田，2020）があることから，本
研究で採用することは妥当であると判断された．
テキストマイニングによって抽出された語句を
基に，語間の関連性を分析するために共起ネッ
トワーク図を描画した．共起ネットワーク図で

は，語の出現回数が多いほど円が大きくなり，
Jaccerd係数注）に対応して共起関係が強いほど，
円同士を結ぶ線が太くなる．なお，先行研究を
踏まえて，語の最小出現数は10とし，共起関係
の絞り込みとして描画数は30に設定した（溝上
ほか，2021；末吉，2019）．
　共起ネットワーク図を作成するにあたり，抽
出された語を確認して語のクリーニングを行っ
た．具体的にはそれ自体では意味が理解できな
い語句について，回収した自由記述の原文を確
認して，ひとまとまりの語句として抽出される
ように修正された．
　課題2における対象者らの自由記述ならびに
共起ネットワーク図をもとに，バックグラウン
ドの異なる3名の研究者らによって解釈につい
て検討された．
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Ⅲ．結果と考察

１．ASE がセルフ・エフィカシーに及ぼす
効果（課題1）

　ASE 前後の対象者の心理的パフォーマン
スSEを分析した結果は，表5の通りであった．
2018年では，自己コントロールSE，リラック
スSE，集中力SEのおよび作戦能力SEの4項
目について1％水準で有意な向上が認められ
た．さらに，自信SEについては5％水準で有意
な向上が認められた．「心理的パフォーマンス
SE」得点は1％水準で有意な向上が認められた．

2019年では，自己コントロールSEならびに作
戦能力SEの2項目について，1％水準で有意な
向上が認められた．さらに，忍耐力SE，リラッ
クスSE，自信SEの3項目については5％水準で
有意な向上が認められた．「心理的パフォーマ
ンスSE」得点は，5％水準で有意な向上が認め
られた．2020年では，リラックスSEについて
1％水準で有意な向上が認められ，また忍耐力
SEについて5％水準で有意な向上が認められた．

「心理的パフォーマンスSE」得点は，1％水準
で有意な向上が認められた．

表 5　各年度の心理的パフォーマンス SE 尺度得点の変化

表 6　テキストマイニングにおける粘土ごとの頻出語句とその数（抽出数 10 以上）

　3年間を通して，ASE後に得点が有意に向上
した項目は，「リラックスSE」であった．これ
は競技中の精神安定に関する項目である．新
チームが始動したばかりの時は，新入生は大学
生活やチームにもまだ慣れておらず，2−4年生

も新しい学年での立場や役割に対して試行錯誤
の状態であり，全員が何らかの緊張状態であっ
たと考えられる．それが，ASEを通して様々
な課題に取り組んだり達成したりする中で，新
入生と上級生の交流が促進されたと推察される．
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また，参与観察を通してチーム内の一体感のよ
うな雰囲気が育まれたことが確認された．その
結果，緊張状態が緩和されることで，「このメ
ンバーとならやっていける」というリラックス
SEの向上につながったと推察される．
　リラックスSEに関連する項目に，「自己コ
ントロールSE」，「集中力SE」があった．「自
己コントロールSE」は3年間のうち2018年度
と2019年度において有意に向上した．「集中力
SE」は2018年度のみ有意に向上した．本研究
で実施されたASEは，方法に記している通り
チームの中における自分の役割や立ち位置，個
性を明確化させ，主体的に行動・発信していく
力を育成する取り組みを実施させていた．自己
コントロールSEが向上した背景には，このよ
うなASEの狙いがうまく機能したものと考え
られる．また，リスクや制限が課せられる課題
解決において，全員で集中力を高めて課題に取
り組み，それを達成した経験が，集中力SEに
つながったのだと考えられる．
　一方で，3年間を通してASE後において得点
が有意に上昇しなかった項目としては「勝利意
欲SE」，「闘争心SE」，「自己実現意欲SE」が
あった．この結果は，チーム形成期にASEが
実施されたことに加え，実施したASEが班対
抗の競争形式ではなかったことが理由としてあ
げられる．まだ形成されたばかりのメンバーでは，
今回のような形式でASEを実施しても，チー
ムで勝利の意欲や闘志，個人の目標をもって試
合に向かうというイメージまでは持てなかった
のではないかと推察される．
　福富・平野（2014）はASEについて，「内容
は多種多様」としながらも個人では解決できな
い精神的・身体的課題に対して意見や身体条件
などを活用しながら課題の達成を目指す活動で
あるとしている．このような特徴から，ASE
をチームビルディングに用いる活動は，広く行
われており，ASE等の野外活動を通して集団
凝集性を高められたことの報告がある（菅野・
岡田，2018；徳田ほか，2018）．新しいチーム
のスタートとなる学期はじめにASEを行うこ
とで，仲間との関わり合いが活性化され緊張
感が緩和し，このチームならできるという自

己効力感につながると考えられる．井澤・松
永（2010）は高いセルフ・エフィカシーを持っ
ている人ほど，やる気があり，高い目標に挑戦
しようとすること，不安感情が低いとしており，
本研究のようにASEによって「心理的パフォー
マンスSE」を向上させることは大学生アスリー
トの高い目標への挑戦に繋がる可能性を有して
いるだろう．

２．テキストマイニングによるキャンプの
成果と課題の質的分析（課題2）

　実施されたキャンプが対象者にとってどのよ
うに受け止められ，そしてどのような成果と課
題があったのかを検討するためにテキストマイ
ニングを用いた分析を実施した．抽出された語
句のうち，各年で多かったものを表6の通り整
理した．なお，紙幅の都合上，出現数が10に満
たない語句は省略して示すこととした．
　2018年に実施されたキャンプに参加した学生
の自由記述をもとに作成された共起ネットワー
ク図は図1の通りであった．抽出された語句は
496語であった．共起ネットワーク図をみると，
7のグループが形成されていた．これは他の年
と比べて少ないグループ数であった．この年は，

「メンバー」，「チーム」，「先輩」，「グループ」
といった集団との関係に関する語が抽出された．
さらに「励ます」「引っ張る」「協力」といった
集団活動における仲間への働きかけを示す語が
抽出された．キャンプの取り組みのなかで，グ
ループ内のメンバー同士で支え合い助け合うこ
とで，課題に取り組めたことが推察される．こ
れはこの年の目的達成を示唆する内容であった．
テキストマイニングの対象とされたテキスト

（自由記述の元データ）をみると「先輩」は「辛
い」状況であっても頼れる存在であるという意
味で記されており，同学年で形成された集団が
困難に直面した際に，経験の豊かな先輩の不在
によってその存在の大きさを感じていることや，
来年には自分が先輩になるという自覚が芽生え
始めている様子が示唆された．
　2019年に実施されたキャンプに参加した学生
の自由記述をもとに作成された共起ネットワー
ク図は図2の通りであった．抽出された語句は
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図 1　2018 年度における自由記述の共起ネットワーク図

図 2　2019 年度における自由記述の共起ネットワーク図
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478語であった．共起ネットワーク図をみると，
8のグループが形成されており，前年度より自
由記述の内容が多岐にわたっていたことが窺え
る．この年は「先輩」というワードは抽出され
なかった．一方で，「グループ」や「絆」，「チー
ム」といった言葉が抽出された．これはまさに
指導者が意図した「責任感を持った行動をする
こと」ということを選手たちが感じられたこと
を示唆する内容であった．またこの年は「辛い」
という語は，「初めて」という語の繋がりが描
画されており，日常にはない初めての経験に対
して，辛いと感じている可能性が示された．ま
た，「成長」「沢登」「チーム」という語のつな
がりが描画された．ここから登山ルートの中に
取り入れた沢登りを通して普段気が付かなかっ
た仲間の一面に気づくことにつながった可能性

が示唆された．
　2020年に実施されたキャンプに参加した学生
の自由記述をもとに作成された共起ネットワー
ク図は図3の通りであった．抽出された語句は
552語であった．共起ネットワーク図をみると，
9のグループが形成されていた．この年は，「グ
ループ」，「全員」，「絆」，「お互い」といった語
が抽出され，集団活動に対する肯定的な記述が
示された．これはコロナ禍において，仲間とと
もに活動することが長らく困難であったことの
反動として，活動内での関わり合いが選手に
とって印象的であったと考えられる．さらに，

「夜」，「歩く」や「ご来光」，「見る」といった
活動についての記述が見られた．これは他の年
度では見られない2020年の特徴であり，活動の
内容を象徴する語であった．

図 3　2020 年度における自由記述の共起ネットワーク図
　
　女子バスケットボール部に対するASEによ
るチームビルディングでの気づきについて，テ
キストデータ分析をした村上ほか（2018）の報
告によると，ASEの気づきは，人間関係，自

分自身，コミュニケーション，問題解決，信頼，
日常とのつながり，気持ちの7つに分けられた．
本件研究の結果を見ても，多くがこの7つの気
づきと類似しており，一定程度の妥当な結果が

山田　恵子ほか

122



得られたと考えられる．
　一方で，本研究の特徴として，ネガティブな
記述も一定数見られた．キャンプに対するネガ
ティブな記述としては「辛い」，「不安」，「疲れ
る」があった．冒険教育では、リスクやストレ
ス体験が、成長のための手段として扱われてい
る（濱谷，2014；伊原，2014）が，選手たちが
感じた辛さや過酷さは，まさに冒険教育の本質
といえる．テキストマイニングの対象とされた
テキスト（自由記述の元データ）をみると，「辛
かった」，「全てが不安だった」などの記述があっ
た一方で，「辛かったけど達成感を味わうこと
ができた」，「登山で少し不安な部分もあったけ
ど，自分自身が成長できたと思う」などポジティ
ブな文脈で，「辛い」などの語が用いられてい
る記述があった．「辛い」などの語は一見する
とネガティブな記述であるように捉えられるが，
むしろ，これらのストレスやリスクによってこ
こまでに述べてきた成果を享受できたと考える
こともできる．
　一方で，「恵まれる」「楽しい」など肯定的な
語も見られた．テキストマイニングの対象とさ
れたテキスト（自由記述の元データ）をみると，

「チームのメンバーに恵まれたし楽しかった」，
「どんなことでも頑張れそうな気がします」な
どの記述があった．身体的・精神的負荷の高い
キャンプを経て，様々な肯定的な感情が生じた
ことがわかる．
　他方で，参加者の能力やストレス耐性の限界
を超える過度なプログラムの計画およびその実
施は，上記に記した野外活動の成果を損なうも
のと考える．本研究では，平素から対象者らを
指導している監督が野外活動の計画立案から参
加しており，さらに活動にも帯同して観察する
ことで，対象者らに至適な強度の活動を提供で
きたと考える．ただし，当然ながら対象とする
集団ごとにその特性は異なる．本研究同様に野
外活動を競技スポーツ集団に適用する際は，平
素から指導を担っている監督の参与が求められ
よう．
　また，全体を通して，「今回」「来年」「去年」
という語が頻出しており，対象者自身の中で過
去と比較をしたり，来年への展望を持ったりし

ていたと推察される．これは，キャンプを毎年
続けていた成果であると考えられる．1回きり
のキャンプにするのではなく，毎年キャンプを
行ったことで，それぞれの学年で感じたことを
過去と未来に結びつけようとしている姿勢がみ
られた．

３．総合的考察
　以上の結果から，ASEは大学女子バスケッ
トボール選手の心理的パフォーマンスSEを向
上させることが示唆され，キャンプは選手に
様々な気づきや学びを与えている可能性が示唆
された．3年間を通して，ASE後に得点が有意
に向上した項目は，「リラックスSE」であった．
2019年と2020年は，「忍耐力SE」もASE後に
有意な向上が認められた．ASE後に個人が緊
張しすぎることなく活動できる様になり，2019
年と2020年は，最後まで諦めずに課題解決に努
められる様になったことが窺える．本研究の
ASEの目的を新チームにおける交流のきっか
けづくりに加えて，主体的に行動・発信してい
く力を育成することとしていたため，一定の効
果が得られたと考えられる．次に，キャンプに
参加した学生の自由記述をもとに作成された共
起ネットワーク図の分析を行った結果，集団活
動に対する肯定的な記述が示され，また，過去
と現在の比較，来年への展望といった継続して
キャンプを実施したからこそ得られた成果が示
された．
　大学生アスリートは，4年間という限定され
た期間の中で競技成績を競うことになる．大学
生という特性上，毎年4月には新たなチームメ
イトを迎え，3月にはチームを牽引してきた4年
生が抜けることになる．したがって，学年が進
むとともに他者との関わり方や自身の役割に変
化がある．本研究で実施されたASEおよびキャ
ンプといった野外活動は，そのような変化に柔
軟に対応するための力を育める可能性を示唆す
るものであった．
　一方で，3年間を通してASE後において得点
が有意に上昇しなかった項目としては「勝利意
欲SE」，「闘争心SE」，「自己実現意欲SE」が
ある．本研究は，4月にASE，8月にキャンプ
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が実施されたが，引き続き，ASEの実施時期
の検証と参加者の能力やストレス耐性に合わせ
た野外活動の事例を蓄積していくことが求めら
れる．

Ⅳ．まとめ

　本研究の目的は，大学生アスリートである大
学女子バスケットボール部に所属する大学生
を対象に実施されたASEを通して，セルフ・
エフィカシー得点の推移と自由記述を検討し，
キャンプで享受できる成果と課題について事
例的に検討することであった．本研究の対象
は，仙台大学女子バスケットボール部に所属す
る大学生であった．研究期間は2018年から2020
年までの3年間であった．各年における対象者
数は，2018年27名，2019年29名，2020年28名で
あった．まず，ASEが大学生のセルフ・エフィ
カシーに及ぼす影響を検討するために，「心理
的パフォーマンスSE尺度」を用いた．各年の
ASE前後の得点を対応のあるt検定を用いて分
析した．その結果，心理的パフォーマンスSEは，
いずれの年でもASEの後に有意な得点の上昇
が確認され，ASEが大学生のセルフ・エフィ
カシー向上に貢献することが示された．さらに，
キャンプによって大学生が享受した成果と課題
について検討するために，キャンプの感想（記
述データ）を，KH Coderによるテキストマイ
ニングを用いて分析した．テキストマイニング
では，キャンプの成果として，チームへの帰属
意識や仲間への信頼感などが享受されたことが
示された．
　今後の課題としては，サンプルサイズを大き
くするとともに，評価に用いる指標の検討をし
て，ASEを含む野外活動を通して学生が獲得
できる成果および恩恵について明確にしていき
たい．加えて，バスケットボール以外の種目に
取り組む学生アスリートが野外活動を通して得
られる成果・恩恵についても検証していきたい．

注）

　Jaccard係数とは，2つの集合における類似度

を示す指標で，0から1の間の値で示される．0
に近いほど類似度が低く，1に近づくほど類似
度が高い，つまりよく似ているということが示
される．本研究においては，2つの語の間の類
似度を示しており，値が高いほど2つの語が似
た文脈で用いられていることを示す．
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